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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:配偶子から胚への移行中の細胞周期調節に役割を果たす可能性があります。,PTM:卵母細胞が減数分裂成熟する過程でリン酸化されます。,配列注意:グルタミン酸として翻訳されます。,類似性:SPIN/STSYファミリーに属します。,機能:配偶子から胚への移行中の細胞周期調節に役割を果たす可能性があります。,PTM:卵母細胞が減数分裂成熟する過程でリン酸化されます。,配列注意:グルタミン酸として翻訳されます。,類似性:SPIN/STSYファミリーに属します。,
	研究分野
	細胞生物学、細胞周期、細胞分裂、紡錘体、アポトーシス、核、エピジェネティクスと核シグナル伝達、クロマチン結合タンパク質、DNA/RNA結合、がん、発生生物学、生殖、生殖細胞マーカー、細胞死、アポトーシス、核
	画像データ
	

	SPIN1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SPIN1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したSpindlin-1ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000 に希釈した Spindlin-1 ポリクローナル抗体を使用した HeLa 細胞のウエスタン ブロット解析。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

